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海底谷への土砂流出による西湘海岸の侵食と今後の海岸保全 

宇多高明・伊達文美
 

1．まえがき1 

 大磯から小田原に至る長さ約17 kmの西湘海岸

では、海岸線に沿って西湘バイパスが走り、首都

圏から伊豆方面への重要な交通路となっている。

この道路が通る西湘海岸では、酒匂川の流出土砂

が堆積し、過去には広い砂浜があった。このため

西湘バイパスは砂浜上に高架、または擁壁方式に

より余裕をもって造られた。しかし、その後侵食

が著しく進み、浜幅が狭まった結果、例えば、

2007年9月6日に襲来した台風9号（T0709）時、

高波浪により西湘バイパス二宮IC付近で護岸の

崩落が起き、交通止めを余儀なくされた1)。また、

この海岸のうち、小田原海岸に流入する森戸川の

河口沖には規模の大きな海底谷が発達しており、

その背後に位置する国府津、前川地区ではとくに

侵食が著しく進んできている。その侵食原因の一

つとして、森戸川河口沖の海底谷への土砂落ち込

みが考えられている1)。また、これらの地区では

海岸線近傍まで深みが迫るため、過去に度々越波

被害を受けてきている。このように西湘海岸では

侵食が進んでいるため海浜はじり貧状態にあり、

このため海岸線に沿って走る西湘バイパスの将来

的な維持管理上の課題を有している。このことか

ら、筆者らは2)、侵食が進みつつある西湘海岸の

侵食状況について、空中写真に基づく汀線変化解

析を行ったが、ここではその結果の一部を参照す

──────────────────────── 
Beach Erosion due to Offshore Sand Discharge into a 
Submarine Canyon and Future Measures 

るとともに、海岸の現地調査結果とを合わせて、

今後の西湘海岸の海岸保全について考察した。 

2．西湘海岸全体での浜幅の減少状況 

西湘海岸の衛星画像を図-1に示す。図-1におい

て大磯港から西向きに沿岸距離Xを定め、この座

標系の下で1947, 1973, 2019年の空中写真から汀

線位置を読み取り、潮位補正を行って西湘海岸の

汀線変化について調べた2)。図-2はこのようにし

て求めた護岸から汀線までの距離（浜幅）の沿岸

分布を示す。浜幅は、1947年には酒匂川河口を

はじめとして西湘海岸のほとんどの場所で50 m

以上と広かったが、1973年までに酒匂川河口部

とその東側隣接部の浜幅は大きく狭まり、小八幡

地区（X = 12.6 km付近）では浜幅が約100 mか

ら20 mまで激減した。同様に、森戸川河口の東

側隣接部でも1973年には最大約80 mの浜幅が

あったが、2019年までに約30 mにまで狭まった。

さらに大磯港の西側直近のX = 1.5 kmから二宮漁

港間でも汀線の後退が著しく、とくに二宮漁港と

二宮ICの間では浜幅が約30 mまで狭まった。こ

のように西湘海岸では全域で汀線後退が著しいこ

とが明らかである。砂が沿岸漂砂によって運ばれ

たのであれば、汀線の後退と同時に汀線の前進が

起こるはずであるが、西湘海岸では汀線の前進し

た場所はなく、侵食が時間経過とともに深刻化し

てきたことが特徴である。このことは、海浜砂が 

 

 
図-1 西湘海岸の衛星画像と地域区分  
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沖向きに運び去られたことを強く示唆する。 

図-3は、1947, 1999, 2011年を基準年とした、

西湘海岸全体の汀線変化を示したもので、1947

年基準では、1973年までに河口デルタの縮小に 

伴う汀線後退が著しい（図-3(a)）。また、森戸川 

～中村川間の約4 km区間では侵食域が経年的に

東側へと広がったのに対し、それに見合う砂の堆

積域は存在せず、さらに二宮IC～葛川間でも同

様に侵食域が東向きに拡大している。この間、大

磯港の西側隣接部での堆積量はごくわずかで、汀

線の後退に見合った汀線の前進域は見られないこ

とから、西湘海岸全体から大量の砂が消失したこ

とが明らかである。 

図 -3(b)に示す1999年基準の汀線変化では、酒

匂川河口デルタの縮小に伴う汀線変化はほぼ終息

したが、森戸川河口と二宮ICの東側隣接部では

侵食が続いている。一方、二宮IC東側での侵食

は、大磯港の西側隣接部での堆積と連動して起き

ていることから、二宮ICの東側隣接部から削ら

れた砂が東向きに運ばれ、大磯港の西側区域に堆

積することによる汀線変化が起きていたと考えら

れる。 

図 -3(c)に示す2011年基準での汀線変化では、

酒匂川河口において洪水による土砂供給があった

ため汀線が大きく前進している。しかしながら森

戸川河口の東側隣接区域での侵食や、二宮ICの

東側隣接区域での侵食と大磯港の西側での堆積が

続いている。 

以上の汀線変化状況より、西湘海岸全域の土砂

量の変化を調べることが必要と考えられる。そこ

で海浜面積を指標としてその減少量の経年変化を

算出したのが図 -4である。1973年以前は酒匂川

等での砂利採取の影響が著しかったことからこの

期間を除くと、1973～2020年での海浜面積の減

少量は25万m2となり、近年も侵食傾向にある。

海浜面積の減少速度に当海岸での漂砂の移動高

（海浜砂の移動帯の代表的高さ）8.2 m2)を乗じる

と、侵食土砂量は205万m3にも達した。これに

1988～2018年に行われた養浜の総量（約81万m3）

を加算すると、1973年以降の総侵食量は約286万

m3と推定された。西湘海岸は、東端は大磯港に

より、西端は小田原漁港に挟まれており、両端で

は沿岸漂砂の流入・流出はないので、土砂損失は

海岸線近くまで発達している海底谷を経由した沖

合流出の可能性が大きい。この場合、土砂が全て

海底谷へ流出したと仮定し、1973～2020年の経

過年数47年で除すと、平均流出土砂量は6.1万

m3/yrと推定される。 

 
図-4 西湘海岸全体の海浜面積の減少量の経年変化  

 
図-2 西湘海岸の浜幅分布  

 

 

図-3 西湘海岸の汀線変化  
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3．酒匂川と森戸川河口付近の汀線変化 

図-1に示したように、大磯港～山王川間を区域

A～Fに分割したとき、とくに地形変化の著しい

のが酒匂川河口部（区域A）と森戸川河口部（区

域B）である。そこでこれらの区域の汀線変化に

ついて詳しく調べた。なお、以下で示す2015年

の空中写真には2016年7月実施のNarrow Multi-

Beam（NMB）測量による深浅図も重ねて示す。

まず、区域Aの空中写真を図-5に示す。1947年に

は河口部汀線が沖向きに突出し、河口左岸側の

小八幡地区では幅約80 mの砂浜が、また右岸側

の山王川河口でも幅約120 mと広い砂浜があった。

ここに、図の破線はその後造られた西湘バイパ

スの位置を示す。2015年までには小八幡地区で

は消波工前面の砂浜は完全に消失し、また、

2015年の深浅図によれば、河口前面では-10 m付

近までの等深線が沖向きに突出していたことか

ら、酒匂川では洪水起源の土砂が河口沖へ運ば

れていたことは確認できるが、そのような土砂

供給があるにも関わらず、小八幡地区では護岸

が波に曝され、砂浜は全く存在しない。 

このような汀線変化に対応する現地状況を

2021年12月10日に調べた。写真-1(a)は、酒匂川

河口の左岸砂州の東端の海岸状況を示す。この

付近では西湘バイパスが海側に張り出している

ため浜幅が次第に狭まっていたが、砂州の東端

では道路への越波防止のために大量の異形ブ

ロックが積まれていた。至近距離から消波工を望

んだのが写真 -1(b)である。消波工の西端付近は

侵食傾向にあり、道路護岸の基部には現場打ち杭

が0.6 m露出していた。一般に、粒径の大きな砂

礫は汀線～前浜上を沿岸方向に運ばれることを考

 

 

図-5 酒匂川河口部の空中写真の比較（区域A）  

 

 
図-6 森戸川河口周辺の空中写真の比較（区域B）  

   

   
写真-1 酒匂川河口東側の消波工～西湘PA間の現地状況 
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慮すれば、写真 -1(b)の状態では砂礫の東向きの

移動は困難と見られた。 

次に、森戸川河口部（区域B）の空中写真を図

-6に示す。1947年には森戸川河口付近にも広い

砂浜があった。当時、汀線付近には沿岸漂砂や飛

砂を遮るような施設はなかったから、沿岸漂砂や

冬季の西寄りの風による東向きの飛砂による砂移

動が可能であったが、2015年には海浜が大きく

狭まり、種々の構造物が直接波にさらされる状態

となった。空中写真に示す2015年の深浅図によ

れば、国府津IC付近を中心として急深な海底谷

が岸近くまで迫っており、この海底谷の南西側直

近では消波工と3基の突堤が設置され、これらの

施設により東向きの沿岸漂砂が起こりにくい状況

にあった。 

これらの施設周辺での海岸状況について同様に

現地調査により調べた。図-6に示す小八幡地区の

西端に設置された消波工の東側端部の状況を写真

-1(c)に示す。汀線付近での砂礫の移動は消波工

により阻止されていた。また、3基の突堤のうち

東端の3号突堤の天端まで砂礫が堆積し、さらに、

その天端には西側から砂礫が被さっていた（写真

-1(d), (e)）。これらより、現況では主に前浜上を

移動する特長を有する砂礫の東向きの移動が、3

号突堤等によりほぼ阻止されていることが分かっ

た。これに加えて、3号突堤の東側には西湘PAが

あり、そこでは再び護岸と消波工が海側へと突出

しており、砂礫の東向き移動が大きく抑制されて

いた（写真 -1(f)）。以上より、現況では、酒匂川

からの流出土砂の東向き移動が難しくなっており、

小八幡地先から森戸川河口付近で沿岸漂砂の連続

性が失なわれていると見られた。 

図-7には森戸川河口部（区域B）の汀線変化を

示す。国府津ICと西湘PAの間では、3号堤を超え

て酒匂川からの沿岸漂砂が供給されれば砂浜は拡

大するはずであるが、汀線変動のみ大きく砂浜は

広がっていない。これより東向きの沿岸漂砂によ

る国府津IC東側への土砂供給もほぼ途絶えてい

ると推定できる。一方、国府津ICの東側の汀線

は後退傾向を示し、東側隣接部での汀線後退量は

2020年までに20 mに達している。この地区では

毎年約1万m3の養浜が行われてきているにもかか

わらず汀線の後退が続いている。 

4．まとめ 

西湘海岸の浜幅の変化より、森戸川河口沖を始

めとする海底谷への流出土砂量は6.1万m3/yrと推

定された。このように西湘海岸では、酒匂川から

の土砂供給があっても、砂礫の東向きの移動が難

しくなっている。一方で海底谷への流出が続くと

見られるために、海浜土砂量は長期的に見て低減

傾向が続く。したがって、今後も海岸線に沿って

走る西湘バイパスも含め、様々な施設付近の海浜

地盤高の低下が続くと考えられる。このような状

況下で、様々な施設を安定的に管理するには、海

底谷への土砂流出が続くとしても、粗粒の土砂を

用いた養浜による浜幅の維持が大事と考えられる。 
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図-7 区域Bの汀線変化（2011年基準）  


